


　本報告書は,昭和 52年度の「遣伝・環境要因による心身障害の予防に関する

研究」の研究報告書に続く第 2年度の報告書である。

　この研究班は,昭和 52年度に編成された第二次遣伝研究班が担当して行なわ

れた。この第二次遺伝研究班の編成に先立って,昭和 49年から 3年間共同研究

を行なった第一次遺伝研究班の成果は,昭和 49年度の「母子の健康と遺伝的要

因に関する研究」,昭和 50 ・ 51 年度の「心身障害の発生予防に関する遣伝学

的研究」の各研究報告書として刊行,配布された。一方,この第一次遣伝研究班

の成果は,各分担研究者,研究協力者によって,約 370 篇の学術論文とし報告さ

れ,さらに遣伝相談事業および先天性代謝異常スクリーニングという明確な形

で,昭和 52年 10月より国民に還元されている。


